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一、登録販売者は生涯学習の精神を持ち、常に自己研鑽に励み、資質の向上を図る

ことにより、一般用医薬品の知識と技能の習得に努める。 

 

一、登録販売者は、一般用医薬品の専門家として、その職能と責任を十分に自覚し、

販売にあたっては、よく説明し、信頼を得るよう努める。 

 

一、登録販売者は、一般用医薬品の販売を通じて、セルフメディケーションを支援

し、もって公衆衛生の発展に寄与する。 

 
 
     

 

  登 録 販 売 者 倫 理 規 程（平成24年4月1日改訂） 

 
公益社団法人全日本医薬品登録販売者協会 

 

（前文）  

登録販売者は、薬事法における医薬品販売制度のもとにおいて、一般用医薬品販売の専

門家として、①科学的根拠に基づいた適正な情報提供や相談対応を行い、セルフメディケ

ーションを適切に支援する役割、②一般用医薬品の適正販売等を確保するために重要な役

割を果たすことが期待されている。  

全日本医薬品登録販売者協会は、登録販売者が制度上の役割を果たすことは勿論、一般

用医薬品販売の専門家として社会一般からの期待に応えその職能を全うし、もって、公衆

衛生の向上に寄与するために、ここにその指針として登録販売者倫理規程を制定する。  

 

（法令等の遵守）  

第1条 登録販売者は、薬事法その他関連法規の精通に努め、これら法令等を遵守する。  

 

（情報提供及び相談対応）  

第2条 登録販売者は、常に医薬品の品質、有効性及び安全性の確保に努めるとともに、購

入者等に対して、適切な情報提供及び相談対応に努める。  

 

 

 



 

 

 

（安全配慮義務等）  

第3条 登録販売者は、業務の遂行に当たり適切なカウンセリング及び登録販売者としての

トリアージを行うとともに、選択された一般用医薬品の情報提供及び相談対応を行

うに当たっては、常に購入者等による医薬品使用に関しての安全に配慮するととも

に、医薬品がその期待される効果を発現することとなるよう努める。 

  

（生涯研鑽）  

第4条 登録販売者は、生涯にわたり高い知識と技能の水準を維持するよう積極的に研鑽す

るとともに、先人の業績を顕彰し、後進の育成に努める。 

  

（個人情報の保護）  

第5条 登録販売者は、職務上知り得た購入者・使用者等の個人情報を保護するよう努めな

ければならない。  

② 登録販売者は、職務上知り得た購入者・使用者等の個人情報を正当な理由なく漏ら

してはならない。  

 

（品位・信用等の維持）  

第6条 登録販売者は、職務遂行にあたり、購入者及び社会一般との信頼関係の構築が前提

となることを自覚し、品位と信用の維持・向上に努める。  

 

（職能間の協調）  

第7条 登録販売者は、業態を超えて登録販売者職能間の相互協調に努めるとともに、他の

関係職能をもつ人々と協力して社会に貢献する。 

  

（地域保健衛生への貢献）  

第8条 登録販売者は、地域保健衛生向上のための施策について、常に率先・協力し、その

推進に努める。  

 

（品質、有効性及び安全性の確保・向上）  

第9条 登録販売者は、常に同僚及び一般用医薬品関係者と連携し、一般用医薬品の品質、

有効性及び安全性の確保・向上及び一般用医薬品の関する適正な情報の円滑な流通

に貢献する。  

 

（「セルフメディケーション」思想の普及）  

第10条 登録販売者は、人がその自己実現を図り、幸福を追求していくためには、日常的な

健康管理が必要であり、軽度な身体の不調の段階において自分で手当てをしていく

ことが重要であるとする「セルフメディケーション」の思想の普及に努める。  

 

（薬事知識の普及啓発のための連携）  

第11条 登録販売者は、市民の健康の保全や増進に関する身近な相談相手としての役割を果

たすとともに、行政機関及び関係団体と連携し、薬物乱用防止情報、健康被害救済

制度情報の普及など、積極的に医薬品等の適正な使用に関する啓発及び知識の普及

に努める。  
 
 


